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ABSTRAK 

 

Salwa Jane Sumadi.  2022.  Analisis Strategi Tindak Tutur Persuasif Bahasa 

Jepang Dalam Drama Ichi Rittoru No Namida. Skripsi. Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bentuk ungkapan (hyougen), teknik 

dasar persuasi serta strategi bahasa yang digunakan pada tindak tutur persuasif 

bahasa Jepang. Hal ini diteliti berdasarkan latar belakang bahwa dalam beberapa 

kasus mahasiswa pembelajar bahasa Jepang di Indonesia seringkali kesulitan untuk 

mengungkapkan tuturan persuasif kepada lawan tutur khususnya penutur asli 

Jepang. Hal ini dikarenakan bahwa tindak tutur persuasif ini tidak dipelajari secara 

khusus dalam suatu pendidikan bahasa. Penelitian ini menggunakan tiga acuan 
teori, diantaranya teori pertama yang digunakan dalam penelitian ini adalah teori 

klasifikasi jenis hyougen berdasarkan teori Ogawa (1982) yang terbagi kedalam 35 

jenis berdasarkan fungsinya. Kemudian, teori mengenai teknik dasar persuasif 

mengacu pada teori Keraf (2004) yang telah mengklasifikasikan teknik persuasi 

kedalam tujuh teknik yaitu rasionalisasi, identifikasi, sugesti, konformitas, kompensasi, 

penggantian, serta proyeksi. Yang terakhir, teori mengenai strategi bahasa mengacu 

pada teori Trosborg (1994) yang telah mengklasifikasi strategi kebahasaan yang 

terdiri dari tiga lingkup yaitu diantaranya strategi permintaan, modifikasi internal 

serta modifikasi eksternal. Penelitian ini merupakan suatu penelitian kualitatif 

deskriptif dengan menggunakan sumber data yang diambil dari drama Jepang 

berjudul Ichi Rittoru no Namida karya Satoko Kashikawa. Teknik pengumpulan 

data yang digunakan adalah metode simak dan catat, serta teknik untuk 

menganalisis data dalam penelitian ini digunakan metode analisis isi.Berdasarkan 

hasil penelitian dapat disimpulkan bahwa pemilihan bentuk hyougen, teknik serta 

strategi pada tindak tutur persuasif bahasa Jepang memiliki berbagai variasi 

tergantung dari hubungan antar pertisipan serta tingkat kesulitan saat melakukan 

persuasi. Bentuk hyougen yang digunakan antara lain kanyuu no hyougen, irai no 

hyougen, enkyoku no hyougen, hango no hyougen, handan joujutsu no hyougen. 

Teknik dasar persuasi yang digunakan antara lain teknik penggantian serta 

kombinasi dari dua teknik yaitu rasionalisasi dan sugesti. Terakhir, strategi bahasa 

yang digunakan antara lain petunjuk (hints), formula saran (suggestory formulae), 

keinginan penutur (speaker’s whishes and desire), menanyakan kesanggupan lawan 

tutur (questioning hearer’s ability/willingness), pernyataan performatif (statement 

performative). 

 

Kata kunci: tindak tutur, persuasif, strategi, hyougen, teknik, pragmatik 
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一リットルの涙という日本のドラマにおける説得力の発話行為の 

ストラテジーの分析 

ジャカルタ国立大学 

サルワジェーンスマディ 

salwajane@gmail.com  

 

 

概要 

A. はじめに 

人間とは本質的に社会的な生き物であり、日常生活でコミュニケーシ

ョンをとるために他者の役割を必要とする。コミュニケーションにおい

て、人間は特定の効果を引き起こされる媒体を通じてアイデア、感情、思

想などでメッセージや情報を伝える。そうした効果は通常説得力があり、

他人の態度、意見、または行動を変える可能性がある。アリストテレスの

意見と一致し、コミュニケーションの主な目的は説得だと述べている

(Liliweri, 2015:2)。説得はコミュニケーションの中で自然に起こることが

多く、日常の必要性になる行動である。その上で、説得の行為は、伝えら

れたメッセージが他の人に簡単に理解され、信じられるようにするための

コミュニケーション戦略としてよく使用されている。矢田と 真宏(2006:1)

が説明したように、説得とはコミュニケーションを 通して相手に問題を納

得させ，態度や行動を意図する方向に 変化させようとする影響行為だとし

mailto:salwajane@gmail.com
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ている。しかし、説得行動の目標は、相手の態度や行動に影響を与えるだ

けでなく、話者が望むことに関して対話者をやらせることがわかった。 

それで、説得は発話行為の一部になっている。Searle によると、説得は

自分の意志や主張を十分に話し、発話内行為の指示に含まれることが指摘

されている(Pishghadam & Rasouli, 2011:112)。さまざまな発話行為の事例で

は、説得力の発話行為はほとんどの人にとって難しい行為の一つであるこ

とが知られている。なぜなら、説得力の発話行為は言語教育の中で特にま

だ教えられていないためである。なお、インドネシアでの日本語学習に関

連しては、またインドネシアの日本語学習者が日本人と説得を必要とする

状況にある際に、困難を感じるいくつかの事件が多く見られている。その

一つの原因は、インドネシア人と日本人の間で説得力のあるコミュニケー

ション文化が異なることである。Novita (2020:520)によると、他の人を説

得する際にインドネシア人は説得力の発話行為を直接かつ率直に表現する

傾向があると考えられている。これに反し、日本人は他人を説得する際に

ほぼ間接的な表現を使う傾向があると知られている (Neuliep & 

Vincent,1985)。かくして、日本のネイティブと説得を伝えられるためには

日本語学習者はどのような表現を使用されるのだろうかと知っていること

が必要である。そこで、本研究では日本語での説得力のある表現形式につ

いての分析を試みている。 

国間の文化の違いに加え、説得力の発話行為を表現する際の問題も三

つの心理的要因によって話者が対話者の状態についての知識、感情を保持

する能力 、使用される言語の欠如ということが動機付けられてきた。した

がって、説得力の発話行為を伝える際には基本的な説得手法と適切な言語

のストラテジーの使い方を理解することが重要である。説得力についての

研究は、基本的に多くの研究者が特にコミュニケーション科学研究の分野

で行われてきた。しかしながら、説得力の発話行為における表現の形式と

言語のストラテジーに関する研究は、語用論研究の分野で未だに深く解明

されていない。そこで、本研究では、説得力の発話行為を伝えるためにど
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のような日本語の表現、説得力の手法、および言語のストラテジーの形式

を用いるのかという問題について議論することを目的としている。本研究

の範囲は、語用論の分野における記述的定性的研究であり、取られた研究

のデータを、貸川聡子による「一リットルの涙」という日本のドラマから

使用している。なぜかというと、そのドラマにはキャラクター間のさまざ

まな会話状況で現れる説得力の発話行為が多く存在するためである。それ

で、ドラマに含まれる会話テキストデータは、日本人が日常生活の中でど

のように他人を説得するかを示すことができると考えられている。 

研究者は上記で概説した背景に基づいて本研究の問題を次のように設定

する。 

1. 一リットルの涙という日本のドラマにおける説得力の発話行為ではど

のような表現形式を用いているのか。 

2. 一リットルの涙という日本のドラマにおけるどのような説得力の手法

を用いているのか。 

3. 一リットルの涙という日本のドラマにおける説得力の発話行為の中で

どのような言語ストラテジーを用いているのか。 

 

B. 研究方法 

本研究では、利用されたデータ収集方法は、観察技術と口述筆記という

方法である。この方法では、研究者は一リットルの涙という日本のドラマ

の会話を観察し、説得力のある発話行為を含むデータを分類し、記録して

いる。また、本論文でデータ分析方法としては，内容分析という方法が用

いられてきた。マイルとフーバーマンによれば、内容分析とは，言語やそ

の他のシンボルを用いたコミュニケーションデータから推論を導き出す科

学的方法のことであり、三つの順序で構成されている。次のようである： 

1. 問題の焦点および使用された理論に従ってデータ削減を行われる 
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2. 削減されたデータが分析され、表と説明文の形式で表示されている。 

3. 研究の分析結果から結論を出した。 

C. 研究結果と分析 

本研究では 研究者が「一リットルの涙」という日本のドラマで成功した

説得力の発話行為についてのデータを取得して表示されている。データ削

減の手順を経た後、研究者は最終的に十五つの会話テキストデータで四十

四つのデータを発見されてきた。研究の結果は以下のように説明される： 

説得難易度と話し手と聞き手の関係に基づく、日本の説得力の発話行為

における表現形式、説得力の手法、および言語のストラテジーの表。 

説得難易度 
話し手と聞き手

の関係 
表現形式 説得力の手法 言語のストラテジー 

 

簡単な説得 

親子 

勧誘の表現 

• 合理性＋示

唆 

• 示唆 

• ヒント 

• 提案式 

• 聞き手の能力や意

欲を問う 

 

依頼の表現  

判断叙述の表現＋経験の

表現    
 

接続の表現  

子供と親 
依頼の表現 

合理性＋示唆 
 

遂行文 
 

依頼の表現＋使役の表現             

親しい友達 

判断叙述の表現 

• 示唆 

• 代替 

• ヒント 

• 遂行文 

• 提案式 

 

依頼の表現  

勧誘の表現  

判定要求の表現  

中程度の説得 
親子 

婉曲の表現 • 合理性＋示

唆 

• 示唆 

• 代替 

• 補償 

• ヒント 

• 遂行文 

勧誘の表現 

平叙の表現 

反語の表現 

判断叙述の表現＋禁止の

表現   
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判断叙述の表現＋反語の

表現    

子供と親 

判定要求の表現 

• 合理性＋示

唆 

• 代替 

• 代替+補償 

• ヒント 

• 聞き手の能力や意

欲を問う 

• 話し手の願いと要

求 

接続の表現 

依頼の表現 

意志の表現 

希望の表現 

詠嘆の表現 

依頼の表現＋使役の表現 

詠嘆の表現＋意志の表現 

困難な説得 

親しくない友達 

呼びかけの表現 

代替 
 

• 聞き手の能力や意

欲を問う 

• 提案式 

• 話し手の願いと要

求 

勧誘の表現 

希望の表現 

反語の表現 

婉曲の表現 

医師と患者 

勧誘の表現 

一体感 提案式 反語の表現 

判断叙述の表現 

夫婦 

否定の表現 

投射 

• ヒント 

• 話し手の願いと要

求 

• 話し手の需要 

平叙の表現 

反語の表現 ＋希望の表現 

上記の表では説得力の発話行為における表現形式、手法、言語のストラ

テジーの選択は、人間関係や説得難易度に応じて様々なバリエーションがあ

ることがわかった。説得力の難易度は、簡単な説得、中程度の説得、困難な

説得の三つに分けられている。次のようにまとめられている： 

1． 簡単な説得とは、話し手が聞き手からの抵抗なしに説得を簡単に成功

したときに発生する。この程度では、説得力の緊急性のレベルがそれ

ほど緊急ではない場合、使用されるストラテジーは、ヒント、聞き手
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の能力を問う、提案式で行われるが、緊急である場合、遂行文で行わ

れている。このストラテジーの使用は通常、説得行為で議論を提供す

ることによって聞き手の感情を制御するための媒体として話し手に行

われまている。次の説得力の表現形式は判断叙述の表現、判定要求の

表現、依頼表現、勧誘表現の形式である。説得力の手法は、代替、合

理性、および示唆の手法で行われている。 

2． 中程度の説得とは、説得力の発話行為を行う際に、話し手が聞き手か

らの拒絶を経験した。この程度で使用されるストラテジーは、ヒント

が説得の最初のストラテジーとして使用されることが知られている

が、次のストラテジーの使用では、上下関係でストラテジーの選択に

違いがある。目上の人から目下の人への説得が行われた場合、遂行文

という形で直接的なストラテジーを使用されている。しかし、逆に、

説得が目下の人から実行される場合、聞き手の能力や意欲を問う、ま

たは話し手の願いと要求で間接的なストラテジーでより丁寧になって

いる。表現の形式も丁寧度に応じてさまざまなバリエーションで婉曲

の表現、勧誘の表現、反語の表現、判定要求の表現、依頼の表現、意

志の表現、希望の表現、などがある。それから、使用される説得手法

の、合理性、示唆、代替、補償という手法など様々で行われている。 

3． 困難な説得とは、問題の緊急性が非常に高い場合に発生するが、説得

の発話行為を実行する際に、話し手は聞き手からの拒絶を経験し続け

ている。 そのため、この程度では聞き手が説得を喜んで受け入れるよ

うに、話し手は適切なストラテジーを決めるの必要がある。使用され

るストラテジーの形式は、聞き手の能力や意欲を問うことや提案式に

よる間接的な言語ストラテジーである。 しかし、深刻な状況では、話

し手が聞き手に直接で希望や意志を伝える可能性がある。中程度の説

得と同じように、この程度では、説得力の表現を伝えるために間接的

な表現形式を使用する傾向があり、説得技術の使用では、話し手は聞
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き手から共感を得るために代替や一体感という手法を使用する傾向が

あることが知られている 

D. 終わりに 

以上、「一リットルの涙」という日本のドラマにおける説得力の発話

行為のストラテジーについての分析を試みてきた。本研究の結論は次のと

おりである： 

 1．説得力の発話行為での日本語表現の形式 

小川（1982）によると、日本語の表現は三十五つの種類に分類され

ている。本研究では研究者が説得力の発話行為における表現の使用の二つ

のバリエーションを発見されてきた。それは一つ種類の表現を使用される

説得力の発話行為の 37 データがあり、二つ種類の表現を使用される説得

力の発話行為の 7 データが知られている。次の表にまとめられている： 

バリエーション 合計 

1 種類の表

現(80%) 

勧誘の表現                           

(18%) 
8 

依頼の表現                              

(11%) 
5 

婉曲の表現                               (9%) 4 

反語の表現                               (7%) 3 

判断叙述の表現                       (5%) 2 

2 種類の表

現(20%) 

依頼の表現＋使役の表現        (5%) 2 

詠嘆の表現＋意志の表現             (2%) 1 

判断叙述の表現＋経験の表現       

(2%) 
1 

判断叙述の表現＋反語の表現       

(2%) 
1 

判断叙述の表現＋禁止の表現      (2%) 1 

反語の表現 ＋希望の表現              

(2%) 
1 
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2. 説得力の手法 

Keraf (2004)の理論に基づく、基本的な説得手法は七つ種類の手法が

あると構成されている。しかし、本研究ではただ六つ種類の手法が使用さ

れていることが示された。その上で、二つのバリエーシ手法を発見されて

きた。それは一つ種類の手法を使用される説得力の発話行為の十会話テキ

ストデータがあり、二つ種類の手法を使用される説得力の発話行為の五つ

会話テキストデータが知られている。次の表にまとめられている： 

3. 説得力の発話行為で使用される言語のストラテジー 

Trosborg (1994)の理論に基づく、言語のストラテジーでは 8 種類のス

トラテジーがあり、全体的なデータからみると、ただ 6 種類のストラテジ

ーが含まれることがわかっている。ドラマ「一リットルの涙」における最

も使用されているストラテジーは、16 個の会話テキストデータを含むヒン

トのストラテジーであり、また 9 個の会話テキストデータを提案式のスト

ラテジーも行われることが明らかになった。次の表にまとめられている： 

番 言語のストラテジー 合計 

1 
ヒント 

(Hints) 
16 

説得力の手法 会話テキストデータの番 合計 

一つ手法

(67%) 

代替      (33%) (4); (6); (10); (11); (13) 5 

示唆      (13%) (5); (9) 2 

一体感    (7%) (8) 1 

補償      (7%) (15) 1 

投射      (7%) (12) 1 

二つ手法

(33%) 

合理性＋示唆  (27%) (1); (2); (3); (7) 4 

代替+補償   (7%) (14) 1 

Total 15 
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2 

聞き手の能力や意欲を問う 

(Questioning Hearer's Ability / 

Willingness) 

5 

3 
提案式 

(Suggestory Formulae) 
9 

4 
話し手の願いと要求 

(Speaker's Wishes & Desires) 
7 

5 
話し手の需要 

(Speaker's Needs & Demand) 
1 

6 
遂行文 

(Statement Performative) 
6 

Total 44 

以上のことから、全体的なデータ分析の結果に基づく、日本人は聞き

手に説得力の発話行為を表現する際に、およそ間接的な表現や提案の形で

漠然とした表現を使用することを好む傾向があると結論に達した。 

本研究では、日本のドラマの説得力の発話行為における表現形式、手

法の使用、および言語のストラテジーについてのみ説明されている。 し

たがって、今後の研究には、リアリティ番組やトーク番組、調査などの直

接データを使用して、日常生活でより説得力のストラテジーを確認できる

ようにすることをお勧めしている。更に、この研究では、説得力の発話行

為を伝える際に性別による影響を受ける言語の礼儀正しさのストラテジー

が説明されていない。したがって、今後の研究では、言語の礼儀正しさの

観点からインドネシア語と日本語の説得力の発話行為の対照的な分析や、

社会言語学の観点から説得力の文化について、課題としたい。  
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